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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．８０

ＯＴＫ

支
え
る

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

者

を

守

る

会

大

阪

支

部

６月８日大阪市中央公会堂に於きまして、第１９回大阪府重症心身障害児･者を支

える会総会が開催されました。

来賓として大阪府、大阪市、堺市よりご挨拶を頂きました。

この後、議事に入り、平成２３年度事業報告、会計報告、役員改選、平成２４年

度事業計画、会計予算すべての審議がなされた後了承され滞りなく終了致しました。

又、長きにわたり、本会会長を務めて頂きました鈴木祥子さんがこの総会をもっ

て退任されました。本当に有難うございました。しかし、運営委員として今後も本

会の為にご尽力頂きますことを、力強く思うと共に感謝致します。

私は、第１９回総会に於きまして、会長に

任命され就任致しました。

重症心身障害という、最も重い障害を併せ

もつ人々の、本人と家族の生きづらさは想像

を絶するものがあります。

在宅や地域で暮らしておられる方、また、

施設入所で暮らしておられる方様々ですが、

この生きづらさを、少しでも解消する事が出

来、一人の人間として、その人らしい暮らし

が続けられるよう、微力ながら努力して参り

ますので、皆様方のご協力の程よろしくお願

い申し上げます。

山村 寿子

鈴木祥子前会長挨拶 →

↑ ご来賓
大阪府 大阪市
堺市 近畿ブロック長
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体
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大

阪
府

重
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身

障
害

児
・

者
を

支

え
る

会

編

集

後

記

夏
本
番
！

暑
く
な
り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
は
こ
の
暑
さ

を
乗
り
切
る
工
夫
を
い
ろ
い
ろ
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

計
画
停
電
の
ハ
ガ
キ
が
ま
い
込
み
、
重
い

障
害
を
も
つ
人
た
ち
の
生
活
は
脅
か
さ
れ
ま

し
た
。
何
と
か
、
そ
の
よ
う
な
事
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の

で
す
。

又
、
こ
の
度
、
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

が
成
立
し
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
、
こ
れ
が
、

こ
れ
ま
で
の
自
立
支
援
法
と
ど
の
よ
う
に
違

い
、
又
、
本
当
に
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
も
の
に
な
る
の
か
を
見
守
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

編

集

委

員

一

同

全国大会 報告

第４９回重症心身障害児･者

を守る全国大会が７月１６日から

１７日にわたり千葉県千葉市の東京

ベイ幕張ホールで開催されました。

参加人数１，１００名と全国から

会員が千葉市幕張へと集結し、重症

心身障害児･者の今後のことを考える

会となりました。

１日目は、厚生労働省 社会･援護

局 障害保健福祉部 障害福祉課

課長土生栄二氏の『障害保健福祉施

策の動向』と題しての行政説明が行なわれました。

その後『国立施設部会』『重症児施設部会』『在宅部会』『母親部会』の４分科会に別れ、各

部会での講演や質疑応答などがありました。

夜の懇親会をはさんで、翌１７日には、『みんなで語ろう』で会員相互の意見交換があり、東

日本大震災の時の支援の感謝等がありました。

式典においては、千葉県支部長より歓迎の言葉があり、厚生労働大臣、文部科学大臣からのご

挨拶の代読等行なわれ、式典は滞りなく終了いたしました。

来年は四国、高松での大会となります。

「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 山村 寿子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。
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総
会
記
念
講
演
会

報
告

午
前
中
に
行
わ
れ
た
総
会
か
ら
昼
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
記
念

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
“
今
後
の
”
重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
の
在
り
方
』
〜
地
域

支
援
に
つ
い
て
〜

と
い
う
テ
ー
マ
で
大
阪
発
達
総
合
療
育
セ

ン
タ
ー
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
園
長

船
戸

正
久
氏
を
お
招
き
し

た
と
こ
ろ
会
場
内
は
大
勢
の
方
で
埋
め
尽
く
さ
れ
椅
子
が
足
ら

な
く
な
る
程
で
し
た
。

船
戸
先
生
は
、
新
生
児
医
療
を
専
門
と
さ
れ
37
年
間
勤
め
ら

れ
た
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
か
ら
昨
年
の
四
月
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
園
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
冒
頭
に
、
ご
自
分
が
一
人
の
医
師
に
な
る
た
め
に
多
く

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
10
人
の
「
小
さ
な
教
師
た
ち
」
そ
の

中
の
８
人
が
重
度
の
脳
性
麻
痺
の
子
供
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
若
く
て
非
常
に
感
性
の
高
い
こ
ろ
だ
っ
た
と
発
言
さ
れ
て

ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
そ
の
情
熱
を
も
と
に
弱
き
存
在

の
子
供
た
ち
を
救
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ま
だ
大
人
用
の
人
工
呼
吸
器
し
か
な
か
っ
た
時

代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
後
に
や
っ
と
新
生
児
ま
た
は
小
児
用

が
開
発
さ
れ
た
頃
の
小
児
病
棟
３
０
８
号
室
の
子
供
さ
ん
た
ち

の
お
話
や
そ
の
ご
家
族
が
中
心
に
な
っ
て
「
バ
ク
バ
ク
の
会
」

が
設
立
さ
れ
た
お
話
。

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
地
域
へ
出
か
け
る
な
ん
て
誰
も
思
っ
て

な
か
っ
た
そ
の
時
代
に
、
３
０
８
号
室
か
ら
外
泊
、
退
院
、
在

宅
生
活
を
決
心
さ
れ
、
呼
吸
器
を
つ
け
な
が
ら
幼
稚
園
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
が
書
い
た
絵
日
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

読
ん
だ
時
が
、
自
分
の
人
生
を
変
え
た
時
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
お
話
。
そ
の
時
か
ら
新
生
児
学
の
分
野
か
ら
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

へ
と
軸
足
が
移
っ
て
い
か
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
丁
寧
に
そ
の
後
の
歴
史
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆

一
九
九
一
年

在
宅
換
気
療
法
に
行
政
支
援
が
つ
い
た
こ
と

か
ら
大
阪
府
医
師
会
で
活
動
を
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆

一
九
九
二
年

大
阪
府
医
師
会

小
児
の
在
宅
医
療
シ
ス
テ

ム
検
討
委
員
会

◆

二
〇
〇
〇
年

小
児
の
在
宅
生
活
支
援
の
た
め
の
医
療
的
ケ

ア
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
発
刊

◆

二
〇
〇
二
年

大
阪
府
教
育
委
員
会
と
合
同
の
ビ
デ
オ
作
成

◆

二
〇
〇
四
年

大
阪
府
医
師
会

小
児
の
医
療
的
ケ
ア
検
討

委
員
会

◆

二
〇
〇
五
年

医
療
的
ケ
ア
人
形(

ま
あ
ち
ゃ
ん)

の
制
作

◆

二
〇
〇
六
年

厚
生
労
働
省
の
研
究
班

医
療
従
事
者
と
家

族
の
た
め
の
小
児
在
宅
医
療
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
発
刊

◆

二
〇
〇
八
年

医
療
的
ケ
ア
と
自
立
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆

二
〇
〇
九
年

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
長
期
入
院
者
対
策
検
討
委
員
会
・
・
・

と
続
き
、
貴
重
な
宣
言
文
や
各
提
言
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

や
各
委
員
会
が
開
か
れ
て
、
具
体
的
な
対
応
策
が
実
現
さ
れ
て

き
て
い
る
。

な
か
で
も
、
重
症
障
害
児
認
定
看
護
師
養
成
が
開
始
さ
れ
た
り
、

医
療
的
ケ
ア
指
導
者
講
習
会
に
よ
っ
て
介
護
人
や
ヘ
ル
パ
ー
が

育
っ
て
い
き
、
地
域
の
開
業
医
に
よ
る
か
か
り
つ
け
医
者
と
し

て
の
在
宅
支
援
の
流
れ
が
出
来
つ
つ
あ
る
し
、
今
年
度
は
「
小

児
在
宅
医
療
連
絡
協
議
会
」
の
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
紹
介
と
現
状
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
大
変
な
実
情
と
し
て
現
在
、
西
日

本
で
最
も
多
い
５
９
４
名
の
利
用
登
録
者
数
が
あ
る
こ
と
や
平

成
22
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
開

設
時
よ
り
２
倍
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
後

方
支
援
と
し
て
基
幹
施
設
や
地
域
病
院
と
の
連
携
を
し
て
い
る
。

つ
く
づ
く
考
え
る
こ
と
は
、
重
症
児
者
の
看
護
は
一
般
的
な
そ

れ
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
含
ん
だ
応
用
看
護
だ
と
思
う

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設(

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス)

の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
地
域
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
支
え
る
拠

点
と
な
る
よ
う
次
の
よ
う
な
４
つ
の
役
割
を
示
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

①

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

②

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
役
割

③

中
核
的
な
地
域
の
在
宅
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

④

障
害
児
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
子
供
の
死
は
タ
ブ
ー
化
さ
れ
、
誰
も
考
え
よ
う
と
し
な
い
が
、

生
老
病
死
は
皆
が
避
け
ら
れ
な
い
一
生
の
問
題
。
「
安
ら
か
に

死
ぬ
」
こ
と
が
困
難
な
時
代
の
中
、
死
を
タ
ブ
ー
化
し
な
い
で

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
緩
和
ケ
ア
や
子
供
に
と
っ
て
何
が
大
切

か
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
私
の
願
い
で
す

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
と
真
剣
に
向
き
あ
っ
て
こ
ら
れ
た
温
か
い
お
人
柄

が
あ
ふ
れ
た
講
演
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

Ｕ
・
Ａ

大阪発達総合療育センター

フェニックス園長

船戸 正久氏
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総会記念講演会 アンケート

講演会の感想を一部ご紹介致します。

・今回の講演に来させて頂き、船戸先生のお話をお聞きし、解りやすいイラストや数字を見て、

改めて分かった事や現在の状態を知る事が出来、とても良かったです。

今回の資料を家でもじっくり見て勉強し、今後の仕事をしていくうえで、役立てられるとこ

ろは役立てたいです。（施設職員）

・現在、フェニックスのショートステイを利用しながら在宅生活をしています。なかなか思う

ようにショートの予約が取れなかったりする現実はありますが、これ程の人数のニーズがあ

れば大変なんだなあと納得しました。

息子の年齢も２０歳を超え、地域で暮らすと基本は理解できますが、いつまで家族が頑張れ

ば良いのか？自分の体調や老いなどを考えるとしんどくなってきます。

最後のみとりをどうするのかも具体的に考えていく年齢になってきたんだなと実感しました。

（親）

・先生のわかりやすい丁寧なお話を伺い、感激しました。特に、医療倫理は、とても重要だと

思いました。重心の方は、もの言えぬ患者さんでもあります。その方々の治療がどうあるべ

きか、私も考えていこうと思いました。（施設職員）

・ありがとうございます。生活介護施設の職員です。先生の講演資料のところにあります。重

心（療養介護）が一つもない北摂地域です。医療的ケアを必要とする利用者在宅支援には、

先生の秘められた中にやはり、中心になる施設がないと、むつかしいと通所施設の職員とし

ては感じています。通所のショートについて、行政との話し合いもしています。先生のショー

トステイ中の体調の変化は勉強になります。（施設職員）

・在宅生活を送っている重心児にかかわる仕事をしています。（ＮＳ）「最後の小児の看取り」

については、私も共感するところが多かったです。（医療関係者）

・重症心身障害児の支援にずっと携わってくださっている先生のお話は、とてもわかりやすかっ

たです。けれども、最後にほんの少し触れられた重症心身障害医療の倫理問題は具体的にど

のようなケース、場面のことであるのかわからず不安な違和感が残りました。重い障害を持っ

て生きることは苦しいことも多く、親も様々な葛藤がありますが一生懸命生きる姿に人が立

ち入れない尊厳を見てきたのでいたずらに延命なのだとは思えません。（親）

現在困っていること、悩んでいること、福祉施策についての要望

・現実は施設入所も難しく、親亡き後、どのような施策具体的に出来るのかが、とても不安に

思っています。（親）

・大阪の中では、北摂に重心の短期入所があればいいと思っています。（親・家族）

・「親なき後の前に」普通に生きていける仕組みを地域に作りあげなければならない。理解あ

る支援人材養成が欠かせない。支援がなければ、普通に生きられない存在として認め、理解

ある支援者の育成がとても重要と考える。若い人（学生）向きの取り組みが求められるので

は。（家族）

・重心のショートステイ施設が泉州地域になく、保護者の方々は非常に困っておられます。フェ

ニックス・すくよか・和歌山つくしを利用されている事が多いのですが、遠くて行きずらい

と言う方がとても多いです。（教育関係者）

・親亡き後の自立した生活をどう、組み立てていけるのか。経済生活、精神生活。（親・家族）

・医療ケア対応の居宅事業所が少なすぎます。
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未
曾
有
の
大
震
災
と
津
波
、
原
発
事
故
か
ら
一
年
余
り
が
経

過
し
た
。
重
症
心
身
障
害
児
・
者
は
じ
め
重
い
障
害
を
も
つ
方
々

が
、
当
た
り
前
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
る
復
興
へ
向
け
て
、
私
た
ち
も

常
に
注
視
し
、
関
心
を
持
ち
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

設
立
当
初
よ
り
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で
も
、
強
度
行
動
障

害
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、

当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
と
い
う

基
本
を
守
り
活
動
を
し
て
き
た
。

た
と
え
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
よ
う
と

も
、
真
に
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
な
さ
れ
、
有
効

に
活
用
で
き
る
制
度
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
課
題
を
提
起
し
、

具
体
策
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
大
阪
府
・
自
立
支
援
協

議
会
と
し
て
の
『
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身
障
が
い
児

(

者)

等
の
地
域
生
活
支
援
方
策
に
係
る
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』

を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
委
員
と
し
て
参
画
し
、
そ
の
【
概
要
版
】

が
完
成
し
、
関
係
者
へ
配
布
し
た
。

ま
た
、
高
度
医
療
の
対
応
が
必
要
な
在
宅
の
方
に
と
っ
て
、

レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
の
要
望
は
切
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
師

を
招
い
て
「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
」
に

つ
い
て
総
会
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。

「
障
害
者
権
利
条
約
」
締
結
を
目
指
し
て
動
い
て
い
る
中
で
、

「
改
正
障
害
者
基
本
法
」
や
、
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
」
制
定

に
向
け
て
の
「
骨
格
提
言
」
な
ど
に
関
係
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
勉

強
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
情
報
を
共
有
し
て
い
っ
た
。

重
症
心
身
障
害
の
方
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
生
活

支
援
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
た
め
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
を
進
め
て
い
く
役
割
を
担
う
「
自
立
支
援
協
議
会
」
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
地
域
と
い
か
に
連
携
を
と
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
、
個
別
支
援
会
議
の
大
切
さ
な
ど
、
「
自

立
支
援
協
議
会
」
の
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。静

岡
県
富
士
市
“
で
ら
〜
と
”
の
取
り
組
み
を
記
録
し
た

「
普
通
に
生
き
る
」
を
一
人
で
も
多
く
の
方
が
観
て
、
地
域
の

中
で
当
た
り
前
に
生
き
て
い
く
重
い
障
害
を
持
つ
人
た
ち
と
親

の
思
い
が
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
上
映
会
を
開
催
し
た
。
重
症
児

者
は
も
ち
ろ
ん
、
呼
吸
器
を
付
け
た
小
さ
い
方
か
ら
、
自
閉
症

の
方
な
ど
も
含
め
、
重
い
障
害
の
方
々
に
関
わ
っ
て
い
る
多
く

の
人
た
ち
か
ら
、
「
素
晴
ら
し
い
映
画
を
あ
り
が
と
う
。
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

会
発
足
当
初
よ
り
、
重
い
障
害
ゆ
え
、
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態

や
困
難
な
ケ
ー
ス
の
方
を
は
じ
め
、
会
員
家
族
か
ら
の
相
談
に

常
時
応
じ
て
い
る
。
重
症
心
身
障
害
児
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

施
策
は
数
量
的
に
も
不
足
し
て
お
り
、
更
な
る
福
祉
向
上
の
た

め
よ
り
声
を
大
き
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を

開
催

２
．
講
演
会
・
研
修
会

・
記
念
講
演
会
（
定
期
総
会
）

『
重
症
心
身
障
害
児
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
』

平
成
二
三
年

六
月

六
日
（
於
：
早
川
福
祉
会
館
）

・
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

『
法
定
化
さ
れ
る
「
自
立
支
援
協
議
会
」
っ
て
何
？
』

平
成
二
三
年
一
二
月
一
〇
日

（
於
：
エ
ル
お
お
さ
か
﹇
大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
﹈
）

３
．
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

・
上
映
会
『
普
通
に
生
き
る
〜
自
立
を
め
ざ
し
て
〜
』

平
成
二
四
年

三
月

六
日
（
於
：
早
川
福
祉
会
館
）

４
．
研
究
に
関
す
る
事
業

・
『
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身
障
が
い
児(

者)

等
の

地
域
生
活
支
援
方
策
に
係
る
調
査
研
究
事
業
』
報
告
書
・

概
要
版
の
配
布

・
施
設
見
学
﹇
重
症
心
身
障
が
い
者
通
所
施
設

シ
サ
ム
﹈

平
成
二
三
年
一
〇
月
三
一
日

５
．
交
流
事
業

・
療
育
キ
ャ
ン
プ

「
倉
敷
、
香
川
」

平
成
二
三
年
一
一
月
一
九
・
二
〇
日

６
．
啓
発
事
業

・
大
阪
府
地
域
生
活
支
援
課
・
生
活
基
盤
推
進
課
と
の
懇
談

平
成
二
三
年

九
月

九
日

・
Ｏ
Ｄ
Ｆ
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
へ
の
参
加
、
協
力

・
「
地
域
に
広
が
れ
！
医
療
的
ケ
ア
」
連
絡
会
協
力

・
「
ラ
ー
の
会
」
参
加

７
．
機
関
紙
の
発
刊

・
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
４
回
発
行

月
別
活
動
報
告

平
成
二
三
年
四
月

運
営
委
員
会

（
一
一
日
）

正
・
副
会
議

(

二
日)

Ｏ
Ｄ
Ｆ
総
会
出
席

(

一
九
日)

五
月

運
営
委
員
会

(

九
日)

平
成
二
三
年
度
事
業
報
告
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機
関
紙
「
支
え
る
」
七
五
号
発
行

(

一
日)

堺
市
立
重
症
心
身
障
害
者(

児)

支
援
セ
ン
タ
ー

募
集
広
報

六
月

運
営
委
員
会

(

一
三
日)

第
一
八
回
定
期
総
会
・
記
念
講
演
会

(

六
日)

大
阪
ゆ
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら
の
支
援
金

贈
呈
式
と
交
流
会

(

九
日)

七
月

運
営
委
員
会

(

一
一
日)

八
月

運
営
委
員
会

(

一
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
七
六
号
発
行

(

一
一
日)

大
阪
府

地
域
生
活
支
援
課
と
「
報
告
書
・
概
要
版
」

発
送

(

三
〇
日)

九
月

運
営
委
員
会

(

一
二
日)

大
阪
府
と
の
懇
談
会

(

九
日
）

正
・
副
会
議

（
三
〇
日)

一
〇
月

運
営
委
員
会

(

三
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
七
七
号
発
行

(

二
九
日)

施
設
見
学
「
シ
サ
ム
」

（
三
〇
日
）

一
一
月

運
営
委
員
会

(

七
日)

集
団
指
導
療
育
キ
ャ
ン
プ

（
一
九
日
〜
二
〇
日
）

「
Ｏ
Ｄ
Ｆ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
参
加

（
一
二
日
）

一
二
月

運
営
委
員
会

(

五
日)

「
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

(

一
〇
日)

平
成
二
四
年
一
月

運
営
委
員
会

(

一
六
日)

二
月

運
営
委
員
会

(

一
三
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
七
八
号
発
行

(

九
日)

三
月

運
営
委
員
会

(

一
二
日)

上
映
会
「
普
通
に
生
き
る
」

(

六
日)

守
る
会
関
係

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
三
年

四
月

二
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
三
年

六
月
一
八
日
・
一
九
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
三
年

八
月

六
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
三
年
一
〇
月

一
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
四
年

二
月
二
五
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

全
国
大
会
（
東
日
本
大
震
災
の
た
め
中
止
）

平
成
二
三
年

六
月
一
八
日
・
一
九
日
予
定

千
葉
県

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
四
専
門
部
会(

中
止)

平
成
二
三
年

九
月

三
日

京
都
市

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
三
年
一
一
月
二
六
日

奈
良
県
文
化
会
館

テ
ー
マ
『
重
症
児
者
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
』

支
部
長
会
議

平
成
二
三
年

五
月
二
九
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
四
年

二
月
四
日
・
五
日

「
守
る
会
」
本
部

専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
三
年

九
月
一
〇
日
・
一
一
日

「
守
る
会
」
本
部

新
任
支
部
長
及
び
会
員
研
修
会

平
成
二
四
年

二
月

三
日
・

四
日

「
守
る
会
」
本
部

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜り

ますようお願い申し上げます。

＜郵 便 振 替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
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　　    　科　　　　　　目 金　　   額 　   　　科　　　　　　目  金　　　額

41会　費　収　入 955,700 31事　務　費　支　出 544,206
　01正会員会費収入 838,700 　01職員俸給 0
　02協力会員会費収入 117,000 　02職員諸手当 0
42寄付金収入 240,760 　03賃　　　金 0
　01寄付金収入 240,760 　04法定福利費 0
43事　業　収　入 568,640 　05旅　　　費 200,680
　01バザー収入 0 　06消耗品費 51,556
　02その他の事業収入 568,640 　07器具什器費 1,290
44補助金収入 0 　08印刷製本費 2,930
　01地方公共団体補助金収入 0 　09賃　借　料 39,620
　02公益事業補助金収入 0 　10会　議　費 52,016
45本部助成金収入 571,369 　11修　繕　費 0
　01本部助成金収入 571,369 　12通信運搬費 134,927
46雑　　収　　入 0 　13手　数　料 15,270
　01雑　　収　　入 0 　14雑　　　費 45,917
47設備資金借入金収入 0
　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 1,379,771
48引当金戻入 0 　01研修会開催費 158,583
　01修繕引当金戻入 0 　02レクリェーション活動費 1,023,164
　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 0
　03人件費引当金戻入 0 　04調査啓発事業費 10,000
49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 188,024
　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費 0
　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 502,850
　01本部会費 502,850
34近畿ブロック会費 32,800
　01近畿ブロック会費 32,800
35雑　支　出 10,000
　01慶　弔　費 10,000
　02雑　支　出 0
36積立金繰入 0
　01建設積立金繰入 0
　02その他の積立金繰入 0
37引当金繰入 0
　01修繕引当金繰入 0
　02備品等購入引当金繰入 0
　03人件費引当金繰入 0

　　当　期　収　入　額　計 2,336,469 　　当　期　支　出　額　計 2,469,627
　　　　　前期繰越金 1,037,394 　　　　　当期繰越金 904,236

　　　収　　入　　合　　計 3,373,863 　　　支　　出　　合　　計 3,373,863

支　　　出　　　の　　　部

２０１1年度（平成23年度）　収支決算報告書

 収　　　入　　　の　　　部
      　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自2011.4.1至2012.3.31
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格

と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害
児
・

者
が
、
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

障
害
福
祉
施
策
の
変
革
の
中
に
あ
り
、
一
昨
年
「
つ
な
ぎ
法
」

が
成
立
し
、
そ
れ
に
伴
い
順
次
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
平
成

二
四
年
四
月
か
ら
は
児
童
福
祉
法
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
医
療
的
ケ
ア
を
含
む
重
い
障
害
を
も
つ
人
々
に
と
っ
て
、

こ
の
度
の
制
度
改
革
は
今
ま
で
に
な
い
大
き
な
制
定
で
あ
り
ま

す
。重

症
心
身
障
害
児
（
者
）
通
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
法
律
に

基
づ
く
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
「
児
童
発
達

支
援
事
業
」
に
一
元
化
さ
れ
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
つ
い

て
は
、
「
障
害
児
入
所
施
設
」
に
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
18
歳
以
上
の
障
害
者
に
つ
い
て
は
児
童
福
祉
法
か
ら

離
れ
て
、
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
通
園
事
業
や
重
症
心
身
障

害
児
施
設
に
通
所
・
入
所
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

(

仮
称)

障
害
者
総
合
福
祉
法
に
お
い
て
も
、
あ
れ
だ
け
の
時

間
と
議
論
を
費
や
し
「
骨
格
提
言
」
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

実
は
障
害
者
自
立
支
援
法
の
名
称
変
更
（
障
害
者
総
合
支
援
法
）

と
内
容
の
手
直
し
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

ど
の
よ
う
な
動
き
に
な
る
の
か
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

又
、
今
年
度
は
大
阪
府
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
中
に
専

門
部
会
と
し
て
「
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
検
討
部
会
」
が
設
置
さ
れ
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症

心
身
障
害
児･

者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
等
サ
ー
ビ
ス
が
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
受
け
い
れ
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
た
め
の
課
題
や
推
進
方
策
を
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
当
会
か
ら
も
委
員
と
し
て
参
加
い
た
し
ま
す
。

重
い
障
害
を
も
つ
人
々
に
と
っ
て
、
制
度
が
変
わ
る
度
に
自

分
た
ち
の
生
活
が
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
当
た
り
前
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
障
害
者
本
人
と
家
族
の
願

い
を
実
現
す
べ
く
当
会
は
本
年
の
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
会
員
拡
大
の
た
め
の
事
業

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
の
開
催

２
．
講
演
会･

研
修
会

・
記
念
講
演
会
（
定
期
総
会
）

講
師

大
阪
発
達
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
重
症
心
身
障
害
児

施
設
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
園
長

『
今
後
の
障
害
者
施
設
の
在
り
方

〜

地
域
支
援
に
つ
い
て

〜
』

平
成
二
四
年

六
月

八
日

（
大
阪
市
中
央
公
会
堂
）

・
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

講
師

未
定

平
成
二
四
年
一
一
月

３
．
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

・
施
設
見
学

一
〇
月

４
．
交
流
事
業

・
療
育
キ
ャ
ン
プ

場
所
・
日
程

未
定

・
Ｏ
Ｄ
Ｆ
・
Ｓ
Ｄ
Ｆ
参
加

５
．
行
政
と
の
連
携
事
業

・
大
阪
府
障
害
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

「
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検
討

部
会
」
参
加

６
．
広
報
活
動
事
業

・
機
関
紙
「
支
え
る
」
の
発
刊

月
別
活
動
計
画

平
成
二
四
年
四
月

運
営
委
員
会

正･

副
会
議

堺
市
立
重
症
心
身
障
害
者
（
児
）
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ル
デ
さ
か
い
」
開
所
式
参
加

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

五
月

運
営
委
員
会

六
月

運
営
委
員
会

第
一
九
回
定
期
総
会
・
記
念
講
演
会

正
・
副
会
議

七
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

平
成
二
四
年
度
事
業
計
画
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八
月

運
営
委
員
会

九
月

運
営
委
員
会

正･

副
会
議

一
〇
月

運
営
委
員
会

施
設
見
学

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
一
月

運
営
委
員
会

療
育
キ
ャ
ン
プ

支
え
る
会
「
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

一
二
月

運
営
委
員
会

正･

副
会
議

平
成
二
五
年
一
月

運
営
委
員
会

二
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

三
月

運
営
委
員
会

守
る
会
関
係

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
四
年

四
月

七
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
四
年

六
月
三
〇
日
・
七
月
一
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
四
年

八
月

四
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
四
年
一
〇
月

六
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

平
成
二
五
年

二
月

九
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

全
国
大
会

平
成
二
四
年

七
月
一
六
日
（
月
・
祝
）
・

一
七
日
（
火
）

（
千
葉
県
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会

平
成
二
四
年

九
月

一
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
四
年
一
一
月
一
七
日

（
滋
賀
県
）

支
部
長
会
議

平
成
二
四
年

五
月
二
七
日

（
東
京
）

平
成
二
五
年

二
月
二
日
・
三
日

（
東
京
）

大阪府重症心身障害児・者を支える会役員名簿 ◎ 任期２０１４年総会

役 職 氏 名 役 職 氏 名

１ 会 長 山 村 寿 子 ８ 運営委員 寺 岡 冨 子

２ 副 会 長 成 田 憲 子 ９ 〃 津 垣 良 隆

３ 副 会 長 上 田 敦 子 １０ 〃 岡 本 汎 美

４ 副 会 長 長谷川 幸 子 １１ 〃 中 谷 弘 子

５ 会 計 吉 村 志津子 １２ 〃 柳 晴 美

６ 会計監査 平 野 健 三 １３ 〃 森 田 靖 子

７ 運営委員 鈴 木 祥 子 １４ 〃 藤 岡 咲 子
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科　　　　　　目 金　　額 科　　　　　　目 金　　額

41会　費　収　入 1,020,000 31事　務　費　支　出 925,000
　01正会員会費収入 900,000 　01職員俸給 0

　02協力会員会費収入 120,000 　02職員諸手当

42寄付金収入 300,000 　03賃　　　金 0

　01寄付金収入 300,000 　04法定福利費

43事　業　収　入 300,000 　05旅　　　費 200,000

　01バザー収入 0 　06消 耗 品 費 50,000

　02その他の事業収入 300,000 　07器具什器費 50,000

44補助金収入 0 　08印刷製本費 30,000

　01地方公共団体補助金収入 0 　09賃　借　料 360,000
　02公益事業補助金収入 0 　10会　議　費 50,000

45本部助成金収入 500,000 　11修　繕　費

　01本部助成金収入 500,000 　12通信運搬費 150,000

46雑　　収　　入 0 　13手　数　料 20,000

　01雑　　収　　入 0 　14雑　　　 費 15,000

47設備資金借入金収入 0

　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 1,530,000

48引当金戻入 0 　01研修会開催費 200,000
　01修繕引当金戻入 　02レクリェーション活動費 1,000,000

　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 50,000

　03人件費引当金戻入 0 　04調査啓発事業費 80,000

49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 200,000

　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費 0

　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 500,000

　01本部会費 500,000
34近畿ブロック会費 30,000

　01近畿ブロック会費 30,000

35雑　支　出 39,236

　01慶　弔　費 20,000

　02雑　支　出 19,236

36積立金繰入 0

　01建設積立金繰入 0

　02その他の積立金繰入 0
37引当金繰入 0

　01修繕引当金繰入 0

　02備品等購入引当金繰入 0

　03人件費引当金繰入 0

　　当　期　収　入　額　計 2,120,000 　　当　期　支　出　額　計 3,024,236

　　　　　前期繰越金 904,236 　　　　　当期繰越金 0

　　　収　　入　　合　　計 3,024,236 　　　支　　出　　合　　計 3,024,236

２０１２年度（平成２４年度）　収支予算書

　　　収　　　入　　　の　　　部 　　　支　　　出　　　の　　　部
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【大阪府福祉部障がい福祉室地域生活支援課】 
 
 
                      
【目  的】 
 医療的ケアが必要な障がい児（者）の地域生活を支えるためには、福祉・医療のサービスが不可
欠であるため、これらのサービス基盤の充実を図るとともに、福祉と医療の連携を円滑にし、地域
生活の維持・継続するための地域ケアシステムの整備を図ります。 
 
【実施主体】 
 大阪府 
 
【事業内容】 

  

○ 大阪府障がい者自立支援協議会の専門部会として、重症心身障がい児（者）地域ケアシステ

ム検討部会を設置し、福祉と医療の連携による重症心身障がい児（者）の地域ケアシステム

を構築するための課題及び推進方策を検討します。 
 
 

○ 医療的ケアに対応可能な事業所の充実を図るため、「重症心身障がい児（者）地域生活支援セ

ンター」を活用し、介護技術の向上を目的とした研修を実施します。 
（研修対象数：居宅介護・短期入所・生活介護事業所等 600事業所､1,200人） 

○ 医療的ケアに対応可能な福祉サービス事業所の情報を集約し、情報提供します。 
○ 地域での課題解決を目的とし、医療・福祉・行政機関を交えた課題検討会を実施します。 

 
【重症心身障がい児（者）地域生活支援センター】 
圏域 圏域市町村名 支援センター名  
豊能 池田市、箕面市、豊中市、吹田市、豊能町、

能勢町 
社会福祉法人 豊中愛和会 
ローズコミュニティー・緑地  

三島 摂津市、茨木市、高槻市、島本町 社会医療法人愛仁会  
愛仁会リハビリテーション病院 

北河内 枚方市、寝屋川市、守口市、門真市、大東
市、四條畷市、交野市 

社会福祉法人枚方療育園 
 枚方総合発達医療センター 

中河内 東大阪市、八尾市、柏原市  社会福祉法人東大阪市社会福祉事業団 
東大阪市療育センター 

南河内 松原市、羽曳野市、藤井寺市、富田林市、
河内長野市、大阪狭山市、河南町、太子町、
千早赤阪村 

社会福祉法人四天王寺福祉事業団 
 四天王寺和らぎ苑 

泉州 和泉市、泉大津市、高石市、岸和田市、貝
塚市、泉佐野市、泉南市、阪南市、忠岡町、
熊取町、田尻町、岬町 

社会福祉法人 弥栄福祉会 
くまとり弥栄園 

重症心身障がい児（者）地域ケアシステム整備事業の概要 

１ 重症心身障がい児(者)地域ケアシステム検討部会の設置  

２ 重症心身障がい児（者）地域生活支援センター事業 

平成２２年度に「医療的ケアが必要な障害児（者）等の地域生活支方策に係る調査研究事業」が

行われ、平成２３年３月に報告書が出されました。

それにより提言された今後の施策のあり方をふまえ、平成２４年度下記事業が行われています。

事業内容の一つである 「重症心身障害児（者）地域ケアシステム整備検討部会」には当会から

２名が委員として参加し、地域生活を支えるための意見を述べています。

これらの事業で提言されたことが実際の施策に結びつくには、まず当事者がこれをよく知り、各市

町村の行政や事業者の理解を求め働きかけていくことが必要であると思います。

（支える会）

大阪府 資料表
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大阪ゆとりライオンズクラブ様より

ご寄付をいただきました。
６月１８日に大阪ゆとりライオンズクラブ

様より、本会活動のためにご寄付をいただき

ました。

三名の大阪ゆとりライオンズクラブの方々

がお見え頂き、ご寄付の贈呈式と、重症心身

障害児･者の当事者と家族との交流や意見交換

を行ないました。

頂きましたご寄付は、重症心身障害児･者の

ために有意義に使わせて頂きます。

大きな感謝と共に御礼を申し上げます。

大 阪 府 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会

( 全 国 重 症 心 身 障 害 児 ( 者 ) を 守 る 会 の

大阪支部)への入会についてご案内いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部発行「両親の集い」、本会発行「支える」購読料含む

◎年会費 3,600円

本会発行「支える」購読料含む
【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000円（１口）

本部発行「両親の集い」、本会発行「支える」購読料含む
【協力会員】 ◎年会費 3,000円(１口)(運営資金の協力会員)

本会発行「支える」購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

全国重症心身障害児（者）を守る会

日時 平成 ２４年 1 1月 ２３日 （金・祝）午前１０時～午後４時（受付９時３０分）

会場 立命館大学くさつキャンパスローム記念館 ５Ｆ 大会議室

〒525-8577 草津市野路東１－１－１

主催 全国重症心身障害児（者）を守る会近畿ブロック

全国重症心身障害児（者）を守る会

内 容

中央情勢報告 全国重症心身障害児（者）を守る会

副会長 田村 輝雄

事務局長 宇佐美 岩夫

基調講演 「故糸賀 一雄先生の障害児への取組み」（仮称）

(社福)大木会理事長 齋藤 昭氏

報 告 「重症児施設の在宅支援について」

びわこ学園障害者支援センター長 田村 和弘氏

予告

問い合わせ先： 支える会事務局


